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　年が明け、2025年を迎えました。ロータリア
ンの皆様はいかがお過ごしでしょうか。
　今回の原稿は、来るべき年に思いを馳せ、「ア
クトの翼」に同行して、台湾に向かう機内と帰
りの機内で書いています。インターアクトの14
名のメンバーが、一生に一度のかけがえのない
体験をしてきました。詳しくは、５頁をご参照
下さい。
　さて、12月は弘前市で積雪84㎝と観測史上最
多を記録したそうです。朝起きて雪かきをしよ
うと風除室のドアを開けたら、一晩で膝丈の雪
が積もっていました。弘前は青森市よりも雪が
少ないなどと油断していてはあっという間に裏
切られます。
　2024年の国内ニュースは、第１位が10月の衆
院選で裏金問題から自公政権が過半数割れとい
うニュース、第２位は１月の能登半島地震と９
月の豪雨災害だったそうです。３位に被団協の
ノーベル平和賞受賞という明るい話題が取り上
げられたのはせめてもの救いでした。海外では、
50-50で３度目のMVPを獲得した大谷選手の活
躍といった明るいニュースもありました。ちな
みに、青森県内ニュースの第１位は、もちろん
尊富士、110年ぶりの新入幕優勝です。今年は
国内外を問わず、明るいニュースが多くなるこ
とを願ってやみません。
　12月13日から15日まで、横浜で第53回ロータ
リー研究会が行われました。ステファニー・アー
チックRI会長、マークマローニー財団管理委員
長ご夫妻を迎えて、日本中のロータリーリー
ダーたちが集う年に一度のイベントです。招集
者は水野功RI理事です。付随プログラムも充実
しており、財団管理セミナーではロータリー財
団の最新の情報が伝えられます。ガバナーエレ
クト、ガバナーノミニーの研修会や、ガバナー

会議、同期会もこの機会に行われます。八重の
会では30分ほどお時間をいただき、パキスタン・
カラチでのポリオワクチン投与活動の報告をす
るとともに、パキスタンへの支援を各地区に要
請しました。
　また、ロータリー研究会２日目のDEIをテー
マにしたセッションでは、同期、同学年の出村、
三村ガバナーとともに登壇し、パネルディス
カッションに参加させていただきました。DEI
の次に来るBelonging（帰属意識）をアーチック
会長は重視していますが、帰属意識の先にある
ものは会員増強であるという発言をさせていた
だきました。また、クラブからDEIが失われた
とき、どのような問題が生じるかについてもお
話しいたしました。身近な場面を想定し、DEI
を常に意識して行動することや、自分とは違う
考えをもった人との対応が大事なことだと考え
ています。
　2024-25年度の上期が終わり、後半の下期に
入ります。クラブ会長の皆様は、上期の振り
返りをなさって、年度初めの目標をどの程度
実行できたでしょうか。下期では地区やクラブ
でもエレクト年度の行事もはじまり、何となく
次年度の準備にウエイトが置かれがちになりま
すが、当年度で実行しておくべきことを改めて
ご確認いただき、クラブ優秀賞を目指して下さ
い。私自身も、年度が終わるまで引き続き積極
的な活動をしていきたいと考えています。ガバ
ナー年度は、３か月ごとに目標を掲げてそれを
実践していくと教わったことがございました。
最初の四半期は公式訪問、第２四半期は地区大
会と他地区訪問でした。第３四半期は委員会活
動と公式訪問での課題克服と考えています。ガ
バナー補佐、地区委員長の皆様にも、引き続き
のご協力をよろしくお願いいたします。

巻 頭 言

District 2830
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12月号のガバナーメッセージでは、DEI
を常に意識の中に置き、たゆまぬ実

践をしていくことによって、クラブやロータ
リーへの帰属意識が根付いていくということ
を申し上げましたが、今月はその先にあるも
のについて述べたいと思います。
　それはDEIをロータリー活動でどのように
実践していくかです。それぞれの置かれた立
場で違いが出てくるでしょうが、ロータリー
での人間関係の問題に直面したとき、これは
恐らく多くの場合にDEIを実践する場面なの
だと思います。相手の立場に立って考え、行
動することです。一度きりではなく、継続的
な取り組みが必要なことも多いでしょう。理
屈ではなく、行動と実践だと思います。自分
の言動によって、他人が居心地の良さを感じ
るようになること、それがDEIの実践だと思
います。
　そして、DEIの次にくるのがBelonging（帰
属意識）です。皆さんは、自分のクラブに帰
属意識をもっていますか。地区はどうですか。
ロータリーへの帰属意識はどうでしょう。そ
こに自分の居場所があることや、居心地の良
さを感じていれば、帰属意識があるといえる
のでしょう。ロータリーへの帰属意識は、ロー
タリーを学ぶことで芽生えるはずです。私自
身は、国際協議会に参加したことで、今まで
はクラブや地区の範囲に留まっていた帰属意
識が、ロータリー全体にまで広がったような
気がしています。
　ステファニー・アーチックRI会長は、ロー
タリーのマジックとは帰属意識であると繰り
返し述べておられます。つまり、今年度の

テーマは帰属意識であるとさえ言っているの
です。帰属意識を体験することは、そのとき
どきのロータリー活動から得られるマジック
であり、だからこそクラブでの経験を魅力的
なものにしようと述べておられるのだと思い
ます。
　そして、そのような帰属意識の先にあるも
のが、会員増強であるということができます。
このことはアーチック会長が明言しているわ
けではありませんが、自分にとって大切なも
のになればなるほど、その場所に友人を招き
入れたくなるのは必然といってよいでしょう。
どのような活動をしているのか分からない団
体には友人を誘うことはできない。自分が友
人を誘うには、自分が胸を張って活動を自慢
できるようなクラブであること、そして、仲
間を大切にしてくれるクラブにしていくこと
が大切であり、それがクラブへの、ひいては
ロータリーへの帰属意識であって、そこに仲
間を増やしていくことで、活動の幅を増やし、
より充実したロータリー活動を展開していけ
るのだと思います。
　そう考えると、会員増強のスタートは、ク
ラブや地区のメンバーに対する自分自身のイ
ンクルーシブな言動と、ロータリーを学び、
実践していくことにあると言えそうです。そ
れはさほど難しく考えることではなく、「ロー
タリーを好きになること」が実感できれば、
自ずとそこへ向かっていくような気がいたし
ます。

次項へ続く

今月のガバナーメッセージ

「DEI+Belonging（帰属意識）の先にあるもの」
ガバナー　花田　勝彦
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District 2830

ロータリー研究会２日目の第３セッションでは、「ロータリーのDEI+Bについての本音トーク」
と題するパネルディスカッションでパネリストを務めました。私たちの意見は最前列中央に座
っていたステファニー・アーチックRI会長に伝わったかな？
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速　報

皆さんは「アクトの翼」という当地区の
青少年奉仕事業のことをご存知ですか。

高校生（インターアクター）が短期間海外生活
を体験するツアーで、提唱クラブと地区が費
用の一部を負担します。かれこれ20年の歴史
があるそうです。
　歴史や経緯もさることながら、大切なのは
事業の目的と内容です。
　参加してくれる高校生が、海外での生活を
経験することで、友情を育み、国際親善を図
ると同時に、現地のロータリアンと当地区と
の友好関係を進めることにあると理解してい
ます。
　ロータリアン同志の協力だけでなく、送り
出す側と受け入れる側、双方の高校の協力が
必要不可欠な点に特徴があります。
今回は県内８校から14名の生徒と１名の指導
教諭が参加してくれました。
　12月25日、青森空港３名、三沢空港11名が
集合し、羽田空港で結団式を行いました。説
明会で顔を合わせているとはいうものの、初

めての海外という生徒が半分以上ですから、
期待と不安、緊張感に包まれた雰囲気が伝
わってきます。結団式では全体リーダーの尾
上総合高校１年竹内花紀くんが出発の挨拶を
してくれました。
　初日は台北へ移動し、明日からの羅東高校
訪問に備えて早めに休みます。
　２日目、台北から羅東へ移動し、昼食後、
ついに羅東高校へ到着です。羅東ロータリー
クラブの皆さんと羅東高校の関係者が出迎え
てくれました。日本語クラブの皆さんと早速
交流して、翌日の文化発表会の練習です。夜
は歓迎会で生徒たちはホストファミリーと同
じ席に座ります。適宜解散の後は、ホストファ
ミリーと羅東の夜市に繰り出す生徒も多かっ
たようです。屋台の臭豆腐にチャレンジした
子もいたような。
　３日目は朝、学校での歓迎式典です。ロー
タリーと学校関係者の挨拶の後は、羅東高校
の生徒による合唱での歓迎、日本チームは２
班に分かれて、祭りと日本文化の紹介をして
くれました。校長室でお茶をいただきながら、
今後の事業についての意見交換をしました。
羅東から青森にも是非おいでいただきたいと
お誘いして、台湾の学校が休みで、日本の学
校では授業が行われている２月が、雪もあっ
てベストシーズンではないかということにな
りました。是非実現に向けて準備を進めたい
と思います。
　午後は生徒たちは地元の工芸品づくりの体
験授業です。途中からはロータリアンたちも

「アクトの翼」高校生14名の
�� 台湾体験に同行して ガバナー　花田　勝彦
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一緒に体験して工芸品を制作します。このよ
うな機会を通じて、生徒たちは次第に打ち解
け、目に輝きを増していきます。
夜のホームステイは、それぞれのホストファ
ミリーが生徒たちと最後の夜を楽しんだよう
です。
　４日目の朝、ホストファミリーに送られて、
羅東高校に集合します。既に絆は太いものと
なっており、笑いと涙が交錯する時間です。
たくさんの思い出の写真を撮影して、準備に
加わったロータリアンや先生たちも感無量と
いったところです。あるホストファミリーの
お父さんは、息子が一人増えた気分だ。こん
な素晴らしい企画をしてくれてありがとうと
言っていました。
　羅東から台北に戻って一泊し、再度仲間た
ちとの最後の夕食会では、最初の緊張感はな
く、かけがえのない仲間といった雰囲気とな
りました。

　５日目、台北から羽田へ移動し、羽田で解
団式です。一人一人から感想を言ってもらい
ましたが、行く前よりも間違いなく一回りも
二回りも逞しくなっています。
　私からは、この経験を自分だけのものにす
るのではなく、たくさんの方に発信してほし
いとお願いしました。
　素晴らしい体験に同行させてもらったこと
に対して感謝の気持ちで一杯です。

District 2830

後列：福田陽生（八戸） 石鉢理玖（工大二） 兼平あゆみ（尾上総合） 大久保美希（八学光星） 
石倉紗礼・城前百花（ウルスラ）

前列：竹内花紀（尾上総合） 小村華楓・石橋彩花・上野奏詠（八戸） 小坂莉子（ウルスラ） 川口なな美（八戸東）
武内朋代（むつ工業） 寺山小梅（木造）
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参加者からのコメント

この５日間を振り返って、とても充実できたと思います。国境をまたいで友だちができた
ことは、本当に一生の思い出です。このような機会を設けてくださり、ありがとうございました。
今回の旅を通して、私には目標ができました。それは大学に進んだら第二外国語で中国語を専
攻することです。もう一度台湾に行ったときには、翻訳機がなくても生活できるようにしてお
きたいと思ったからです。その目標を達成させるためにも今から勉強頑張ります。改めて大人
の皆様、日本、台湾の学生の方に感謝したいと思います。ありがとうございました。

八戸高等学校２年　　上野　奏詠

今回の旅行に関して初めての海外旅行、初めての飛行機、不安なことが多い旅行でしたが
無事何事も無くこの４泊５日の台湾旅行を終わることができたことに、大人の皆様や台湾の皆
様に感謝したいです。 今回の旅をし、ここには書ききれない様々な体験や面白い知識を学び、
行けてよかったと思える旅行でした。一生物のいい思い出になったと心から思います。ありが
とうございました。 

 八戸工大二高等学校２年　石鉢　理玖

今回の活動で日本と台湾の違いをたくさん見つけることができました。
   あまりにもたくさんの料理に圧倒されながら食べたことは、一生忘れません。常に日本とは
異なる新しい味を体験できたので素晴らしい体験をすることができたと思っています。
   まだまだ伝えたいことはあるほど、たくさんのことを学び、見つけ、経験することができま
した。今回の活動で学んだことを発信し、次に活かしたいと思います。

    八戸聖ウルスラ高等学校１年　小坂　莉子

 「『伝えたい』という思いは言語の壁を超える」ということです。学校では英語の成績が悪
い私でも、３日間，そして３時間以上連続ほとんど英語だけで会話できたのです。自分の英語
で伝わる嬉しさ、そして自分の英語力に対する自信を感じました。
   今回の旅は、目に入るもの，聞こえる音，食べたものすべてに感動した５日間になりました。
私たちが台湾で受けた歓迎のように、互いの文化を認め合い，違いを尊重し，言語や文化の違
いを超えた交流が世界中で生まれればいいなと思いました。

    八戸高等学校２年　　福田　陽生（Ｂ班班長）

今回最も印象に残ったのは、台湾の人の温かさです。特に交流していただいた羅東の生徒
さん、先生方は、表面的に「交流しなければならなくなったから」「行事だから」ということで
はなく、私たちを親兄弟のように温かく迎え、どうしたら楽しい有意義な時間になるか考え、
準備し、行動に移してくれました。特に羅東の先生方のバイタリティには圧倒されました。

    指導教諭　中畑　信子（尾上総合高等学校）

　言いたいことはただ一つ　台湾に行ってよかった！！！！！
   大人の人たち謝謝！！！

    尾上総合高等学校１年　竹内　花紀（全体リーダー）
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ロータリー特別月間

2025年が始まり新たな気持ちで新年を

迎え職業奉仕に取り組まれているこ

とと存じます。１月は職業奉仕月間です、各

クラブでも月間に合わせたプログラムを企画

していると思いますが、地区では職業奉仕

フォーラムの開催を予定しております。

　このフォーラムは、職業奉仕の原点である

職業人がリーダーシップを発揮し地域に貢献

していくための要素をより解りやすく、しか

も人間力を深く感じる事が出来る内容にしよ

うと企画いたしました。

　ロータリーは職業人それぞれが仕事を通じ

て地域に貢献する ｢職業奉仕｣ の実践者とな

る。

　その職業奉仕が地域に必要とされ雇用を生

み豊かな生活のお役立ちに貢献しております。

この根底にある内容をより深めたフォーラム

にしようと考えております。

　ロータリアンであり続けるために企業を元

気に社員の幸せを目指して一緒に考えてみま

しょう。　皆さんのご参加をお待ちしており

ます。

　と　き　2025年２月８日㈯　14：00〜

　場　所　八戸パークホテル　

　　　　　　　八戸市吹上一丁目15−90

※詳しくは、22ページに掲載のチラシ

をご覧下さい。

　また、今年で10周年を迎える、青森大学に

て ｢じょっぱり経済学｣ を開催します。

　これは、青森大学の学生にロータリアンの

出前講義をして頂く企画です。

　昨年度の感想ですが、例会卓話の30分とは

異なり90分で会社を紹介するために、学生に

解りやすく伝える工夫が感じられました。

　新年度の４月になってまもなく開講します

ので、高校生から大学生に脱皮する機会と感

じます。学生の皆さんも経営者のお話を直接

聞く事が出来、職業も多種多様な内容となり

社会人の仲間入りの準備が始まったような時

間を感じました。

　この講義はリクルート活動につながってい

ると思います。

　いよいよ第10回のじよっぱり経済学の講師

を募集します。

　要項は各クラブに案内が届きますのでクラ

ブから１名の推薦をお願いします。

職業奉仕月間にあたり 社会奉仕・職業奉仕委員会 委員長　岩岡　隆雄
（八戸東RC）

District 2830
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第2830地区東第２グループガバナー補
佐を務めております佐々木紀仁です。

簡単な自己紹介となりますのでよろしくお
願いいたします。
　私は㈲佐々木ガス商会という会社の代表
をしておりまして、一般高圧ガス（酸素や
炭酸ガス等）・LPG（プロパンガス）や灯油、
それらに付随する機器の販売などをしてお
ります。日々の情勢を見つつ月の相場の変
動や売り上げに頭を悩ませている日々です。
　ロータリーへの入会は2015年になるので
今年度中に10年となります。2019-20年度
の沼田ガバナーの年に会長となりました
が、年度初めの８月にマローニーRI会長が
南グループのIMに来訪するということで
それに参加したりと中々に派手な年度のス
タートとは裏腹にコロナ禍が始まり、世界
大会ホノルルもリモート大会になったり活
動も自粛のために縮小したりとほとんど何
もできない年度でありました。ただ寄付・
寄贈などで近年では一番メディアに顔出し

（といってもマスク越しですが）した会長に
なったかと思います。
　趣味的なもの
と し て は ロ ー
ド・クロスバイ
クもやっていま
したが、雑な扱
い の せ い か フ
レームが破損し
てから休業中と
な って お り ま
す。とはいえ、
もともと以前紙面に紹介された小田桐ガバ
ナー補佐ほどしっか取り組めてはいなかっ
たのと、最近はロードも高くなっているの
でなかなかすぐに手が出せずにダラダラし

ていたのですが、健康のためバイクマシン
を購入しごまかしながらやっています。
　あとはコロナ禍の巣ごもり需要の中で話
題だったのを見て気にはなっていたのです
が、気付いたら自分も小・中高生以来の模
型作りに出戻り状態となっております。道
具等も昔とは品数も質も変わってきている
ので必要なものを買い揃えながら一つのも
のをゆっくり楽しくコツコツと作っていま
す。
　

最近は「道の駅切符」も集め始めてます。
駅にちなんでなのかそれぞれに切符を販売
してますので、スタンプ代わりの記念に買
うようになりました。取り扱いの有無で全
ての道の駅にあるわけではないのですが、
県内の近場から集めていこうかと考えてい
ます。

　　　
　

このような感じでロータリー・仕事・プ
ライベートのバランスをとりながらそれぞ
れのことを楽しんで取り組めるよう日々心
がけています。

東第２グループガバナー補佐　佐々木 紀仁
（十和田東RC）

ガバナー補佐の

横　顔

Vol.6

ガバナー補佐紹介
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今回、このインターシティーミーティン
グ　IMを開催するにあたり、テーマを

何にするか、いろいろ考えて見ました。
　去年の五所川原ロータリークラブさんで行
いましたIMのテーマの中に「地域活性化」
ということばがありました。また、他グルー
プのテーマの中にも「地域活性化」というこ
とばがありました。
　ロータリークラブの本文であります、「奉
仕」の意味の中には、地域の方々が幸せに暮
らせるような環境作りであり、それをお手伝
いして地域を
活性化するの
もロータリー
クラブの仕事
の一つである
と私は考えま
す。
　それでは、なにで地域を活性化させればい
いのかと悩んでいたとき、３月の新聞に、今
回の講演者弘前大学の佐々木先生の記事、「弘
大発技術　お墨付き　リチウム効率的採取　
国際学術誌に論文　実用化期待」という見出
しがありました。もともと私はエネルギーに
ついて興味があった物ですから、これだと思
いテーマを「再生可能エネルギーによる地域
活性化」とさせていただきました。
　ちなみに、リチウムは、電気自動車、スマー
トフォンのバッテリーに必要な鉱物で、佐々
木先生はこれを効率的に回収する研究を行っ
ているそうです。
　佐々木先生に講演をいただこうと思い立っ

たのはいいの
ですが、弘大
の先生とはコ
ネもツテもな
い中で、花田
ガバナーから
助言をいただ

き、そして何よりも弘前東ロータリークラブ
の工藤孝子さんに助けてもらい、今日のIM
に至りました。ありがとうございます。
　パネラーの
方々におかれ
ましても、各
分野での専門
家であり、再
生可能エネル
ギー及び地域
活性化について忌憚のないお話をいただけた
らと思っています。
　６月の新聞に来春卒業を予定している就職
希望の高校生に調査したところ、県内での就
職を希望する人は70.8％で調査開始以降最高
となったそうです。折角県内に残りたいとい
う若い人がいるのであれば、我々がその受け
皿となり、再生可能エネルギーを一つのツー
ルとして地域の活性化につなげ、ロータリー
としての「奉仕」につなげ、この地域社会を
盛り上げて行けたら幸いだと考えます。

　最後に、講
演をいただい
た佐々木先生
がこの日ちょ
うど還暦の誕
生 日 に あ た
り、我が五所

川原イヴニングロータリークラブの「キャン
ディ−ズ」*（命名者：弘前東ロータリークラ
ブ工藤孝子さん）が、瞬時にサプライズを企
画し、ケーキの準備と誕生パーティーを行い
ました。佐々木先生にとっては、最高の還暦
祝いになったのではないでしょか。
　手前みそではありますが、さすが「キャン
ディ−ズ」今後が楽しみです。
＊：成田和代会長、安田美香子幹事、赤城麻
衣子会員

西第1グループIM開催に
� あたって

西第１グループガバナー補佐　小田桐　浩
（五所川原イヴニングRC）

インターシティ・ミーティング開催報告

District 2830
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今年は我が弘前アップルRCがインターシ
ティミーティング（IM）のホストクラブ

になります。実行委員会を立ち上げ早めに日
時や場所を決めたまではよかったのですが、
DEIに沿った講師を探して講演依頼しました
が、引き受けてくださる方が見つからず、当
クラブのインターアクトクラブである尾上総
合高校にお願いしては、の会員の声に満場一
致で賛成の事となり、講師のめどが立ったの
がガバナー訪問公式例会の後でした。それか
らは各クラブへの案内状作成、各費用の予算
化、急ピッチで準備に取り掛かり例会はほと
んどIMのことばかりでした。特に席次は前
日に変更したりとバタバタでしたが、何とか
無事当日をむかえることになりました。
　始まりは西第２グループ８クラブによる合
同例会です。澁谷会員の司会で各クラブの会
長が５分ほど活動報告と近況報告と会員増強
等を発表していただきました。各クラブとも
会員増強に力を入れていて、熱心に勧誘等さ
れていただいているのがわかります。弘前ク
ラブ、弘前西クラブ、黒石クラブ、は新入会
員が加入していますが、その他のクラブはだ
いぶ苦戦している様子です。

　続いてイン
タ ー シ テ ィ
ミーティング
の 始 ま り で
す。開会点鐘
か ら ロ ー タ
リーソング斉

唱、４つのテスト、ガバナー補佐の開会の挨
拶と定例の流れを踏んで、花田ガバナーの挨
拶を頂きました。花田ガバナーからちょうど
一周間前の11月23日〜27日までのパキスタン
でのポリオワクチン投与活動のご報告して頂
きました。
　政情不安定で治安の悪いなかでのポリオ根
絶活動ご苦労様です。

　次に本日の記念講演です。講師は青森県立
尾上総合高校の校長先生、杉森　晋様です。
『尾上総合高校における多様な学びの提供に
ついて』の演題での講演をしていただきまし
た。
　尾上総合高
校は中弘南黒
地区唯一の定
時 制 高 校 で
す。１部２部
３部と分かれ
ていて色々な
時間から授業を受けることができます。多種
多様な生徒達に対応していて特別な取り組み
もされていらっしゃいます。現在の教育現場
の貴重なお話をしていただき大変ありがとう
ございました。
　そして閉会セレモニーを経て大懇親会です。
実行委員長、福士博之会員の挨拶から始まり、
乾杯の音頭は小山内パストガバナーに取って
いただき
　盛況に始まりました。予算の都合でアトラ
クションはございませんが、ポリオ根絶活動
に寄付することにいたしました。
最後に『手に手つないで』で友好と親睦に満
ちた懇親会を終了いたしました。

　追伸、不行き届き等多数ございましたこと
をお詫び申し上げます。

西第２グループ インターシティ
ミーティングを開催して

西第２グループガバナー補佐　成田　　学
（弘前アップルRC）

インターシティ・ミーティング開催報告
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野辺地RC　横濵 敬子

　ヘルスワーカーさんの指導の下、停車のバスや電
車、スラム街などで、ワクチン投与を行いました。
子供達の口に２滴入れるのが難しかったですが、最
終日には上手くなっていたと思います。彼らの生活
には、安全な飲み水、衛生の改善、学びの場（識字）
など、これからも手厚い援助が必要であると感じま
した。そのためには、財団への理解と寄付が大切で
す。チャンスがあったら、また彼らの笑顔に会いに
行きたいです。

むつ中央RC　柴田 文彦

　初めてポリオワクチン投与活動に参加しま
した。ポリオ撲滅に向けたロータリーの本気、
そして衝撃的な貧困生活の中での子供達とそ
の親のまなざしは忘れません。（今記事依頼の
制限枠ではこれ以上語れず割愛させてもらい
ます。）
　アテンドしてくれた事務局の永田雄治氏、
現地委員長のアリ氏、心遣いがありがたかっ

パキスタン・カラチでの
　　　ポリオワクチン投与活動
11月23日から27日まで、パキスタン・カラチでの
ポリオワクチン投与に参加された当地区ロータリアン
の皆さんの報告です。

District 2830
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た通訳のバッティ氏、素敵な勇士の学生と
ロータリアンの仲間たち11人と共有したかけ
がえのない時間に感謝申し上げます。切です。
チャンスがあったら、また彼らの笑顔に会い
に行きたいです。

鶴田RC　坂本 幸光

　この度、パキスタンのポリオワク
チン活動に初めて参加させていただ
きました。
　今回の活動で一番印象に残ってい
るのは、道路沿いのテントで暮らす
地域での活動の際、この地域の人た
ちのことを現地添乗員バッティさん
に質問したところパキスタンの国自
体がこの地域にはほぼ関わりを持つ
ことはないとのこと。生涯かわるこ
とのない厳しい暮らし。言葉では言
い尽くせないほどの格差。
　これが現実です。



14 2024-25 GOVERNOR'S MONTHLY LETTER

五所川原イヴニングRC　木皮 美賀

　今回初めて、ポリオワクチン投与
活動に参加させていただきました。
百聞は一見に如かず！取りあえず
行ってこよう！と行動を起こしまし
た。一カ月前の事でした。
　カラチでの活動で、まず貧困の差
に驚きました。高層マンションのそ
ばで、泥水で歯を磨く移民・難民の
居住があり劣悪な環境下でした。私
たちには常に警察同行という緊張で
もありました。沢山の地元ワーカー
さんと活動させていただきました。
皆さん、手際よく慣れたものです。
ポリオの問題は、ワクチン投与活動
も重要ですが、水問題、識字率問
題、移民問題、どれも外せない問題
です。是非、参加できる方は、ポリ
オワクチン投与活動に参加していた
だければと思います。そして、大き
な瞳の可愛い子供達に会いにいきま
しょう！

弘前RC　三浦 真介

　カラチでは地元警察に護られな
がら観光客は絶対に立ち入らない
スラムの領域に敢えて入り、ワク
チン投与に従事することとなりま
した。とはいえ幼児のお口に２滴
垂らすことが思いのほか難しく、
寧ろ活動の妨げになったはずです
が、現地のワーカーさんたちの日
常の活動と世界の過酷な現実に触
れた経験が貴重であり、ポリオ根
絶のみならず貧困や衛生や識字率
といった多くの課題が眼前に残さ

District 2830
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れていることをも実感することと
なりました。

青森モーニングRC　土橋 伸行

　ツアー直前にカラチで中国人を襲ったテロ
がありましたが、去年の２倍の警察官（写真
１）に守られて全員無事にポリオ接種活動を
終え、日本に帰国することができました。ま
た、ポリオの活動以外でも水事業（写真２）、
ポリオワーカーたちへの白衣（スクラブなど）
寄付活動（写真３）も行っております。パキス
タンに行かなくてもパキスタンへの支援は可
能です。ポリオに限らずパキスタン支援に御
協力をお願いします。

（写真１）

（写真３）

（写真２）
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青森モーニングRC　坂井 哲博

　有意義な活動をガバナー始めチームメン
バー皆様にお礼申し上げます。昨年は、卒業
生（県病手術部看護師）、本年は卒業生（県病
病棟看護師）と学生（看護学部４年生）と活動
に参加しました。３人は、県内ロータリアン
とのワクチン投与活動を通して平和に対する
深い理解共有が得られ、将来ロータリアンに
なってくれることも願っています。また県内
高校生にも地元の大学に進学してもらえるよ
うな情報発信を心がけています。

※同期ガバナーの懇親会の席で、パキスタンでの
活動を報告する機会をいただきました。その際に
作成したパワーポイントです。容量の関係上、動
画はカットしてありますのであしからずご了承下
さい。
https://www.rid2830.org/informations/223

パキスタン・
カラチでのポ
リオワクチン
投与活動

2024.11.23-27

チームポリオジャパン
2024第一陣 D2830 12名

D2830ガバナー
花 田 勝 彦

2024.12.12 横浜「華正樓本店」八重の会にて

District 2830
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地区補助金委員会 委員長　西尾　和樹
（八戸南RC）

　このたび、12月に横浜で開催されたロータ
リー研究会に初めて参加させていただきまし
たので、その報告をいたします。
　国際ロータリー ゾーン1A,2&3第53回ロー
タリー研究会は、ステファニーA.アーチック
RI会長と会長エイドのトーマスA.ガンプご夫
妻ならびにマーク・ダニエル・マローニーロー
タリー財団管理委員長ご夫妻、ラリーA.ラン
スフォードロータリー財団管理副委員長をお
迎えして開催されました。
　私は、12月13日㈮のRI会長・TRF管理委員
長ご夫妻歓迎晩餐会、14日㈯、15日㈰のロー
タリー研究会に参加しました。
　ロータリー研究会では、RI会長の基調講演
「THE MAGIC OF ROTARY」、TRF管理委
員長の基調講演「The Magic of The Rotary 
Foundation」に続き、各地区、各クラブの
活動事例を紹介する５つのセッションがあり
ました。１つ目は、未来への投資としての財
団補助金プログラム・財団学友・ロータリー
平和センターの取り組みについて。２つ目は、
アクションプランの取り組み事例とクラブ活
性化の実践例。３つ目は、DEI+Bに関するパ
ネルディスカッション。４つ目は、「ロータ
リーのマジック」ストーリーの発表。５つ目
は、ポリオ根絶に向けた取り組み、世界ポリ
オデーの事例発表。などなど、ぎゅぎゅっと

中身の濃い、多岐にわたるお話で、
お腹いっぱいの研究会でした。
　特に印象に残った取り組みは、
東京東江戸川RC（2580地区）の
「夢が繋がるミャンマー小学校プ
ロジェクト」。米山奨学生の夢、
「母国ミャンマーの田舎に小学校
を建設すること」を一緒に実現で
きないかとクラブで動き出し、現
地の協力団体と綿密な打ち合わせ
の末、小学校建設が実現。子供た
ちの前で涙ながらに「今日、私の
夢が叶いました！皆さんもこの新

しい学校でたくさん勉強して、決して夢を諦
めないでください」のメッセージに深く感激
し、涙目になりました。
　初めて参加したロータリー研究会では、
様々な活動事例に触れることができ、「世界
でよいことをするために」自分には何ができ
るだろう、何をしてきただろうと考えさせら
れました。この大きな課題に出会ったのが今
回参加した一番の収穫だったかもしれません。
　もうひとつ、ロータリーの魅力は、人との
出会いだと思います。数年ぶりにお会いする
方、オンラインでのつながりだった方と直接
お会いすること、地元埼玉県のロータリアン
と交流することなど、ロータリー活動を通じ
て、多くの方々と出会い、親しくさせていた
だきました。このような貴重な機会をいただ
き、感謝いたします。

第53回ロータリー研究会に参加して
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　六ケ所村「ろっかぽっか」　で　東北、六ケ所、野辺地、七戸の合同例会です。

東第１グループガバナー補佐　蛯沢　公洋
（東北RC）

４クラブ合同夜会（2024.7.23）

各クラブの動き

District 2830
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十和田のサンロイヤルにおいて十和田市
内３クラブ合同例会が開催されまし

た。これは十和田市内３クラブの情報交換や
親睦を目的として各クラブが持ち回りで主管

を担当し秋と春の年２回で毎年開催されるも
のです。
　今回は十和田東RCが主幹を担当し、例会
セレモニーに続きゲスト《第2830地区　佐々
木千賀子パストガバナー、地区米山記念奨学
委員会 佐藤一尚委員長、地区クラブ拡大・
会員増強委員会 吉田賢治委員長、東第２グ
ループガバナー補佐 佐々木紀仁、米山奨学
生 孫

そん

　佳
か

琰
えん

さんとマークボディ，ブンカニ
さん》の紹介があり、田中会長による主幹ク
ラブ会長謝辞の後、各クラブによる会長要件
と幹事報告を行いました。休憩を挟み、佐藤
委員長による一年目でもあるマークボディ，

東第２グループガバナー補佐　佐々木 紀仁
（十和田東RC）

十和田市内３クラブ合同例会報告
（2024.11.28）

各クラブの動き
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ブンカニさんの紹介後、彼女による卓話が行
われ例会パートは終了。その後は佐々木パス
トガバナーの挨拶に続き佐々木ガバナー補佐
の乾杯で懇親会がスタート。吉田委員長から
も挨拶をいただき、参加した皆さんで交流を
深めました。最後は次回主幹クラブである十
和田八甲RC羽賀会長による中締めで終了と
なりました。

　当地区では、T-lifeパートナーズのツアーに企画段階から参加し、2600地区（長野県）と
合同で２日目の夜は「ガバナーアップルナイト」を開催します。
　ツアーへの申込みがまだの方はこちら（mailto:rotic@t-life.co.jp）からお申込み下さい。
　写真は左からトム・ガンプRI会長エイド、ステファニー・アーチックRI会長、水野功RI
理事。ロータリー研究会にて、JAPANテンガロンハットが皆さんお似合いです。
　当地区からツアーにご参加の方には、このハットをプレゼントいたします！
　詳しくはこちらから ▽https://www.rid2830.org/informations/224

カルガリー国際大会の登録はお済みですか？

District 2830

https://www.rid2830.org/informations/224
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三沢東ロータリークラブがロータリー第
2830地区補助事業として共催し、県内

外の小学校の子供たち約100人が参加した「し
ごとーーいみさわ」が、11月30日、三沢市国
際交流スポーツセンターで開催されました。
　このイベントでは、参加した子供たちが、
仕事をして給料をもらい、税金を納め、買い
物を楽しむという経済活動の流れを学びまし
た。
　青森県で初開催されたこのイベントでは、
大工や美容室、雑貨屋といった仕事や、給料
を受け取る銀行、税務署など約30ブースが用
意され、三沢東ロータリークラブのブースで
は、ポリオについて広く周知するためのポス
ターを作成するという仕事を子供たちに行っ
ていただきました。　
　ポスター作りに参加した子供たちのほとん
どがポリオについて知らず、メンバーから、
「ポリオは５歳未満のきれいな水を飲むこと

の出来ない子供たちがかかりやすい病気であ
るが、ワクチンを接種することによって予防
出来る病気である。」との説明を受けて、ポ
スター作りに取り組んでいました。　
　ポスター作りに参加した子どもたちは、メ
ンバーから受けた説明を文書で、あるいはワ
クチンの注射器の絵を描いたり、十人十色の
表現でポスターを作成していました。　
　また、当日は、会場内にローター君も登場
し、参加した子供たちとハイタッチを交わす
など、交流を深めていました。　
　なお、このイベントで発行された独自通貨
「とーい」は、参加した子供たちの通帳に貯
金され、来年以降開催される同イベントで使
用することが出来るとのことであり、当クラ
ブとしては、来年以降も引き続き、青少年育
成の一環として継続参加していきたいと考え
ております。

各クラブの奉仕活動

三沢東ＲＣ　高橋　　明
「しごとーーいみさわ」の開催について
（2024.11.30）
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お申し込み  国際ロータリー第2830地区事務所

国際ロータリー第2750地区

東京⼋王⼦南ロータリークラブ会員

奉仕プロジェクト委員会

⼤本⼭⾼尾⼭薬王院 貫⾸

佐藤 秀仁 ⽒
場所: ⼋⼾パークホテル

⽇時: 2025年2⽉8⽇ 14:00∼17:30

登録料: ⼀⼈￥10,000 (懇親会含む) 

      ￥3,000 (フォーラムのみ)

登録⽅法: 地区事務所まで申し込みください

このフォーラムでは、⼊て学び出て奉仕せよを実践するた

めの⼤きな要素が含まれています。

プログラムには経営者としてのあり⽅、親睦の先にあるべ

き奉仕を深く考えより良いクラブとしての未来を創造する

チャンスと捉えております。

霊気満⼭ なぜ⼈々がこの⼭に
集うのか 14:00-19:30

S
at

2025
2⽉8⽇

職業奉仕原点を⾒つめ地域経済にロータリーの
奉仕を実践する
職業奉仕原点を⾒つめ地域経済にロータリーの
奉仕を実践する

職業奉仕フォーラム職業奉仕フォーラム
国際ﾛｰﾀﾘｰ第2830地区国際ﾛｰﾀﾘｰ第2830地区

⼈間が⼈間らしく⽣きるためには

District 2830
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会員動向 
 

  【入会者】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【退会者】 

 

クラブ名 氏名 退会日 

六ケ所 吉本 篤史 11 月 21 日 

青森モーニング 木村  裕 11 月 30 日 

八戸中央 鈴木 節雄 11 月 25 日 

  中久木 功 

（六ケ所） 

  11 月 21 日入会 

 

 

 

  荒川  裕 

（六ケ所） 

  11 月 21 日入会 

 

 

 

  古川 一志 

（五所川原） 

  11 月 27 日入会 

 

 

 

  菊谷 忠光 

（鯵ヶ沢） 

 11 月 1 日入会 

 

 

 

   小向  豊 

（八戸北） 

   11 月 11 日入会 

 

 

 

  野月 順子 

（十和田東） 

  11 月 14 日入会 

 

 

 

会 員 動 向
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【ご逝去会員】  謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

田口 豊實（八戸南） 

                       11 月 17 日ご逝去  

 

 

 

 

 

   【ロータリー財団寄付】      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 久保田 幸造 

（八戸南） 

    PHF+6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  慶徳 拓也 

（八戸南） 

    PHF+3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

【米山記念奨学会寄付】 

 ＜米山功労者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小林 俊一 

（青森） 

  第 4 回 

マルチプル 

 

  長嶺 康廣 

（八戸南） 

  第 37 回 

ﾒｼﾞｬｰﾄﾞﾅｰ 

 

  

 

  
 

 

 

 

【ご逝去会員】  謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

田口 豊實（八戸南） 

                       11 月 17 日ご逝去  

 

 

 

 

 

   【ロータリー財団寄付】      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 久保田 幸造 

（八戸南） 

    PHF+6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  慶徳 拓也 

（八戸南） 

    PHF+3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

District 2830
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2024年11月会員数の増減及び出席率表　

前月末
会員数

入会 退会
11月末
会員数

女性
会員数

期　首
会員数

入会
累計

退会
累計

むつ 2 100.00 51 0 0 51 3 50 2 1

（うち、むつ大畑） (9) (0) (0) (9) (1) (9) (1) (1)

野辺地 4 84.10 13 0 0 13 2 13 0 0 100.00

七戸 3 72.22 12 0 0 12 2 11 1 0 16.67

東北 3 72.90 16 0 0 16 2 16 0 0 81.25

むつ中央 3 56.00 20 0 0 20 0 20 0 0 15.00

六ケ所 3 74.00 37 2 1 38 1 32 7 1 26.32

小　計 149 2 1 150 10 142 10 2

三沢 4 54.76 23 0 0 23 1 23 0 0 39.13

十和田 4 71.00 35 0 0 35 10 34 1 0 28.57

十和田東 4 45.40 27 1 0 28 4 25 3 0 53.57

おいらせ 2 60.00 7 0 0 7 1 6 1 0 42.86

三沢東 3 66.10 35 0 0 35 4 34 1 0 31.43

十和田八甲 3 62.50 84 0 0 84 1 80 5 1 39.29

小　計 211 1 0 212 21 202 11 1

五所川原 4 71.80 57 1 0 58 6 52 6 0 71.93

金木 4 75.00 12 0 0 12 1 12 0 0 8.33

鰺ヶ沢 2 70.50 16 1 0 17 2 16 1 0 35.29

鶴田 2 50.00 8 0 0 8 1 8 0 0 37.50

五所川原中央 4 44.00 25 0 0 25 2 25 0 0 44.00

つがる 3 80.80 33 0 0 33 0 30 4 1 33.33

五所川原イヴニング 2 62.00 25 0 0 25 7 25 0 0 56.00

小　計 176 2 0 178 19 168 11 1

弘前 3 81.60 48 0 0 48 3 45 4 1 54.17

弘前東 2 42.90 12 0 0 12 4 13 0 1

（うち、弘前東桜華） (4) (0) (0) (4) (2) (5) (0) (1)

板柳 2 70.00 10 0 0 10 0 10 0 0 40.00

黒石 2 77.00 23 0 0 23 3 20 3 0 47.83

大鰐 3 60.00 9 0 0 9 0 9 0 0 33.33

弘前西 2 100.00 32 0 0 32 6 30 2 0 62.50

平賀・尾上 2 33.30 9 0 0 9 0 9 0 0 33.33

弘前アップル 3 100.00 15 0 0 15 2 16 0 1 73.33

小　計 158 0 0 158 18 152 9 3

青森 3 60.50 107 0 0 107 9 105 6 4 100.00

青森北東 2 90.20 22 0 0 22 3 22 0 0 68.18

青森中央 2 100.00 6 0 0 6 1 6 0 0 33.33

青森モーニング 2 58.80 20 0 1 19 4 21 0 2 60.00

小　計 155 0 1 154 17 154 6 6

八戸 2 68.10 65 0 0 65 0 65 1 1 40.63

八戸東 3 100.00 47 0 0 47 0 46 1 0 55.32

三戸 3 96.00 9 0 0 9 1 9 0 0 88.89

五戸 3 88.90 12 0 0 12 1 12 0 0 50.00

南部 3 66.60 9 0 0 9 0 9 0 0 44.44

八戸北 3 62.40 38 1 0 39 8 38 1 0 51.28

八戸南 2 70.00 43 0 1 42 12 39 4 1

(うち、八戸南さくらエイト） (11) (0) 0) (11) (11) (11) (0) (0)

八戸中央 3 52.60 20 0 1 19 5 20 0 1 42.11

八戸西 3 37.30 34 0 0 34 20 33 1 0 47.06

小　計 277 1 2 276 47 271 8 3

1,126 6 4 1,128 132 1,089 55 16 52.39

※（）内は衛星クラブの会員数です 期首会員数は2024年6月末会員数です

7月1日の会員数は1,098名です

11月末現在の入退会人数です

中
グ
ル
ー

プ

南
グ
ル
ー

プ

合　計　40RC

50.00

My Rotary

登録率
％

グ
ル
ー

プ

クラブ名
例
会
数

出席率
％

正会員数

27.45

東
第
二
グ
ル
ー

プ

西
第
一
グ
ル
ー

プ

東
第
一
グ
ル
ー

プ

西
第
二
グ
ル
ー

プ

95.24
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職業奉仕月間

月　日 曜　日 内　　容 会　　場

1 （水） 元日

2 （木）

3 （金）

4 （土）

5 （日）

6 （月）

7 （火）

8 （水）

9 （木）

10 （金）

11 （土）

12 （日）

13 （月） 成人の日

14 （火）

15 （水）

16 （木）

17 （金）

18 （土） 映画「じょっぱり－看護の人花田ミキ」無料上映会 弘前市民文化交流館ホール

19 （日）
映画「じょっぱり－看護の人花田ミキ」無料上映会
ガバナーエレクト壮行会

八戸市公民館ホール
ホテル青森

20 （月） グローバル補助金事業視察（～24日） タイ

21 （火）

22 （水）

23 （木）

24 （金）

25 （土）

26 （日）
第8回全国地区RA委員長ならびに地区RA代表合同会議
他地区合同ウィンターキャンプ for インバウンド

ハイブリッド開催
蔵王ライザワールド

27 （月）

28 （火）

29 （水）

30 （木）

31 （金）

2025年1月

地区行事予定

District 2830
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平和構築と紛争予防月間

月　日 曜　日 内　　容 会　　場

1 （土）

2 （日） 第1回全国IA委員長会議 ハイブリッド開催

3 （月）

4 （火）

5 （水）

6 （木）

7 （金）

8 （土） 職業奉仕フォーラム 八戸パークホテル

9 （日） ガバナーエレクト国際協議会（～13日） 米国フロリダ州オーランド

10 （月）

11 （火） 建国記念の日

12 （水）

13 （木）

14 （金）

15 （土）

16 （日）

17 （月）

18 （火）

19 （水）

20 （木）

21 （金）

22 （土） 南グループIM 八戸プラザホテル アーバンホール

23 （日）
天皇誕生日
諮問委員会（米谷ＧＥ国際協議会報告） ホテル青森

24 （月） 振替休日

25 （火）

26 （水）

27 （木）

28 （金）

2025年2月

地区行事予定
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　新年あけましておめでとうございます。昨年は、皆さまに沢山の記事をご寄稿していただきま
した。沢山のご協力感謝申し上げます。引き続き残りの半期も記事を募集しておりますので、よ
ろしくお願い申し上げます。
　さて、この１月は私にとって『ローターアクトとの繋がり』を考える少し特別な月です。と申
しますのは、昨年のちょうど今頃に五所川原RAC（1986年５月21日発会、同年６月14日チャーター
ナイト。もうすぐ40周年です。）の今雄人君と佐藤勘太君（本年度会長）に、当クラブの幼年サッカー
大会PRと私なりの社会奉仕、職業奉仕について話をしに行きました。この時、非常に熱心な２
人を見てRACの将来を前向きに捉えておりました。
　現在、佐藤君は私たちと一緒に幼年サッカー大会に参加し、一方、今君は転勤のため五所川原
市内にはいませんが県内のとある事業所に勤務しており、佐藤君をサポートしながらリモート会
員（※）として、お互いに少しずつ手探りしながら活動しています。彼らにも仕事上の立場があり、
RACの活動を続けることは困難かも知れませんが、それでも私たちに協力してくれる道を選ん
でくれました。私は、この留まってくれた彼らの「ロータリーへの想い」にどのような形で応え
られるのか、実はまだ悩んでおります。クラブでの方針やロータリー内外の協力者を得ること等、
難しい課題を抱えているのも事実かと思います。
　しかしながら、今私ができる事は、地区DEI推進委員をさせて頂き、少しずつ他の委員会の情
報を頂いている中で、「今も私たちはRACの活動を見続けているよ」という私なりのロータリー
の奉仕と親睦の心（メッセージ）を、これからも彼らに少しずつでも伝え続ける事（関わる事）だと
思っております。そして、それがいつか彼らにとって、小さくても１つの『ロータリーの良さ』
に繋がって行けばと思っております。　
　※リモート会員とは非公式ですが、昨年６月１日に開催されたRAC活性化会議内でリモート
例会を模索する話が出たことで、私が彼に提案したものです。　

ガバナー月信 編集後記担当　増田　卓也
　（五所川原ロータリークラブ）

　日々のロータリー活動を、ガバナー月信に載
せてみませんか？
　2024-25年度ガバナー月信では、皆様のロー
タリー活動を地区内外問わず、他のクラブに広
く知って頂くチャンスとするため、記事を募集
いたします。
　記事（右記参照）は、文字と写真共に多め、あ
るいは写真が多めの記事でも結構です。
　SNSへの投稿が不慣れなクラブの方も、月信
に投稿頂けます。
　是非、みなさんの活動をご紹介させて下さ
い!!

〜 毎月号、募集しております!! 〜
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　７月２日、地区補助金を活用し地元小・中学校へ下記備品を寄贈いたしました。
　●ライン引き他３点（金木小学校へ寄贈）
　●高圧洗浄機（金木中学校へ寄贈）。

クラブの奉仕活動

地元小・中学校へ寄贈

金木RC 会長　野呂　賢一

編 集 後 記

みなさんのロータリー活動をご紹介ください 〜記事投稿のお願い〜
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　令和６年７月７日、つがる市出来島海岸において地域の人や子供達
なども対象とし、ロータリー財団地区補助金を活用し、ビーチクリー
ン活動を実施しました。今回はSDGｓ目標の「豊かな海を守ろう」
を主眼とし、海岸清掃することに加え、生き物を活かしてくれる海の
大切さを知ること、そして自然や海の恵を体全体で体感してもらいた
いと企画しました。

　当日は花田ガバナーを始めとする各クラブの会員
の皆様にも出席頂きました。
　はじめに高杉和華子ヨガ講師からのヨガストレッチで体を充分にほぐした
後、本題の海岸のゴミ拾いです。参加者は海岸のプラスチックごみやロープ
などを大量に拾いました。
　地元の参加者からは「私達だけじゃこんなに

綺麗にできない。出来島の海を綺麗にして
くれてありがとう」と言葉をもらいました。
　ゴミを拾った後は海のお話会です。津軽
カフェ物語さん特製のスペシャルなお水や
お塩を使ったお菓子とアイスティーを頂きながら講師である福地真也さ

んのお話を聞きました。
　自然（海、空、山、川）はすべて水で繋がっていて、循
環しています。それは無造作に捨てられたプラスチック
がマイクロプラスチックとなり、海に流れ込み、生き物
の体に入り、悪影響を及ぼすという負の循環にもなりま
す。「地球は未来の子供からの借り物」。だからこそ、今
の私達に出来ること、ごみを出さない、自然を汚さない
工夫を一つずつ身近な所から行うことの大切さを学
びました。
　最後の記念撮影ではどしゃぶりの浄化の雨の洗礼
を受け、終了後に晴天の青空。参加した児童からは
「ごみ拾いをしてキレイにしたから自然が喜んでる
んだね。」の嬉しい一言。
　五所川原イヴニングロータリークラブは未来の子
供達のために今出来ることを、そしてみんなが喜ぶ
活動をこれからも実行していきます。

クラブの奉仕活動
〜私たちのいのちの源『海』を守ろう！〜

海 岸 清 掃 i n 出 来 島
五所川原イヴニングRC 会長　成田　和代

District 2830
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